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「どこでもカレッジプロジェクト」事業の概要 

 平成 19年 11月～22年 3 月まで、文部科学省の「社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログ

ラム」の委託を受けて、「どこでもカレッジプロジェクト」として、潜在看護師や現職看護師のリカレント

学習を推進してきました。学びたい希望をもつ社会人の方々が、場所を選ばずに自由に学びなおす 

ことのできる学習プログラムを用意し活動してきましたが、平成22 年 4 月からは、この通称「どこカ

レ」（「ドコカレ」とはプロジェクトの略称です）事業を看護研究交流センターの看護職学習支援部門

の事業として引き継ぎました。 

 このプログラムで学習を希望する方は、メイトとして受講登録が必要です（メイトは仲間を意味する

「Ｍａｔｅ」からきています）。あとで述べる案内にしたがって登録してください。 

 

１．特色 

本事業の特色は、公開講座や大学の公開授業に参加して学ぶ「オープン・カレッジ」に加え、

受講者の方々の学びの場を限定せず、インターネットを利用した「バーチャル・カレッジ」として、

自宅や職場での遠隔受講や視聴覚教材による自己学習で学びます。ネット環境さえあればどこ

でも繰り返し学ぶことができ、自己のペースで“やりたいときに”学習することができます。 

さらに実習病院との提携により実践現場での業務研修の機会も提供しています。 

 

２．学習方法 

◎オープン・カレッジは大学や病院などに行って学習することをいい、次の方法があります。 

①公開講座に出席する 

②公開されている大学の授業を聴講する 

③図書館やパソコン、実習室など大学の施設を利用する 

④病院実習で実際の業務について理解するなど 

 

◎バーチャル・カレッジは自宅や職場などで自由に学習することをいいます。 

インターネットを利用したVTR 学習（大学授業，公開講座などのVTR）や視聴覚教材による自

己学習などで学びます。メイト登録終了後、専用ホームページにアクセスして学ぶことができま

す。 

  また、登録メイトには、「どこカレ通信」や案内などを通じてそのつど新しい教材や授業計画など

の情報を提供します。 
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